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「勤務時間の上限の方針」に関わる県教委との交渉

高教組：今回の提案で本当に労働時間を減らせるか疑問、と県に指摘

高教組速報

高教組は 2 月 12 日、速報第 7 号でお知らせし

た教育職員の勤務時間の上限に関する条例改正等

にかかわる県教委交渉を行いました。交渉には、

高教組本部執行部等 4 人が参加し、県教委は、上

原教職員課長、本村人事管理監、他 6 人が対応し

ました。

「『補習・模試等の時間』は『在校等時間』

から除くが、その時間も含めて勤務時間管

理を行う｣と回答

速報 7 号でお伝えしたように、県教委は、事前

の折衝で、｢上限｣に関わる｢在校等時間｣について

は、補習や模試等の業務の時間は除くという考え

方を示していたので、高教組は、以下のように要

求していました。

①補習や模試等にかかわる業務も｢在校等時間｣に

含め、その時間が｢上限｣を超えないことを目指す

という考え方を方針等に明記すること。

②その前提として、｢出退勤管理システム｣では、

補習や模試等も含めて計測し、毎月の記録を残す

ことも明記すべき。

これに対して県教委は、文科省が出している

Q&A を根拠に、PTA 等の主催による補習等は学

校の教育課程に基づいて行われている教育活動で

はないとして、｢在校等時間｣から除くことにした

と説明した上で次のような対応を回答しました。

①｢上限に関する方針｣についての｢ＦＡＱ｣に｢な

お、補習授業や模試監督等の時間は『在校等時間』

には含めませんが、教育職員一人一人の働き方を

改善する観点から、それらの時間も記録には残し、

勤務時間管理を行うこととします｣と書き込む。

②｢出退勤管理システム｣には｢補習・模試等の時

間｣を打ち込むための箇所を新たに設け、得られた

データは高教組にも提供する。

③公務災害に関わる事案が発生した場合には、補

習等を含む｢勤務時間管理｣の時間で対応する。

｢聞けば聞くほど無理のある説明｣（交渉後

の高教組出席者の感想）

高教組は、要求が一定反映された点は評価しま

したが、｢補習や模試は PTA 主催と言うが、実態

としては学校で計画して実施しているので、学校

の業務だ｣｢『補習・模試等の時間』を『在校等時

間』に含めて 1 か月の超過勤務 45 時間以内、1 年

間の超過勤務 360 時間以内を達成しなければ現場

は納得しない｣と追及しました。これに対して県教

委は、｢実際はそれ(学校が計画して実施)に近い形

で運営されていると思うが、形としては PTA が学

校に依頼して、それを受けて学校が計画している

という流れになっている｣として、｢在校等時間｣か

ら除くという姿勢を崩しませんでした。

県教委は、｢上限に関する方針｣を実践するため

の｢アクションプラン(案)｣も提示しましたが、そ

こに記載された｢数値目標｣については、｢補習・模

試等の時間｣を含んだ数値目標なのかどうかが明文

化されておらず、高教組が｢ダブルスタンダードに

なり混乱を招く｣と批判したことを受けて、今後の

折衝で詰めていくことになりました。

交渉の最後に｢今回の提案で本当に労働時間を減

らせるか疑問だ｣と指摘しました。2 月 5 日の折衝

で要求した 4点の要求のひとつは｢県教委の責任で

大胆な業務削減を実行すること｣でしたが、今回の

交渉では回答がありませんでした。

業務削減の具体策を示せない｢上限方針(案)｣で

は労働時間を減らすことはできません。高教組は、

｢長時間勤務を解消するためには、人を増やすか仕

事を減らすしかない｣という要求を軸に、今後も県

教委との交渉に臨みます。

労働条件を改善させるのは団結の力です 教職員の要求実現のためにあなたも高教組へ


